
同居連携型中高一貫教育（西海市立大崎中学校・長崎県立大崎高等学校） 

 

１ 全体像 

【基本理念・目的】 

  豊かな自然に恵まれた環境の中で、生徒一人一人の個性や可能性の伸長を図り、確かな学力の

定着を目指すとともに、ふるさと大島・崎戸を愛し誇りを持つことができる人間を育成する。 

 

【基本方策と育てたい生徒像】 

 ・規律ある学習習慣のもとに強い意欲を持って学び、基礎的・基本的な知識・技能とそれを活用で

きる能力を身に付け、社会の変化に対応して主体的に生きていくことができる生徒 

 ・体験学習等を通して、地域の伝統文化に触れ、働くことの意義を理解し、自立した社会人・職業

人として、郷土への愛情と誇りを持って、地域の発展に貢献できる生徒 

 ・規範意識や公正な判断力、思いやりの心や豊かな感性を持ち、責任感や自立の精神にあふれ、進

んで社会を担って生きていくことができる生徒 

 

【中学・高校連携の柱と組織】 

確かな学力の育成 郷土愛・勤労観の育成 健全な精神の育成 

学力向上部会 総合学習・探求部会 特別活動部会 

○６年間を見通した一貫教育

のきめ細かな指導による基

礎学力の向上 

○乗り入れ授業、Ｔ・Ｔ、公開

授業による指導力の向上 

○各種検定の実施（漢検等） 

○進路に応じた柔軟な教育課

程の編成 

○総合的な学習・探求の時間で

大崎地区についての理解と

研究 

○発達段階に応じた職業観、勤

労観の育成 

○有効で機能的な職業体験学

習の実践 

○校則やマナーについての共

通指導 

○特別支援教育 

○部活動交流による集団行動

及び基礎技術の向上 

○学校行事や地域行事での活

動交流 

・相互授業参観の充実 

・基礎学力の向上 

・各種検定の実施（漢検等） 

・乗り入れ授業、Ｔ・Ｔ 

・学校行事における連携 

・キャリア教育 

・進路シンポジウム 

・校則やマナーの共通指導 

・生徒会交流 

・部活動の連携 

 

２ 合同会議等 

（１） 中高連携推進委員会（年 6回：偶数月実施）：中高校長・教頭・教務主任、高事務長 

（２） 中高合同部会（年 3回実施） 

① 学力向上部会 

② 総合学習・探究部会 

③ 特別活動部会 

（３）中高合同教科会（必要に応じて実施） 

（４）生徒指導に関する情報交換（月 1回程度実施）：生徒指導担当者 

 



３ 授業乗り入れ 

実施携帯 中学校から高校へ 高校から中学校へ 

乗り入れ授業 （中学校教諭が高校の授業担当） 

音楽 

（高校教諭が中学校の授業担当） 

美術、家庭 

チーム・ティーチング 基本的に国語・数学・英語の３教科

で、高校１年生の授業に T2 として

授業援助 

基本的に国語・数学・英語の３教科

で、中学校３年生の授業に T2 とし

て授業援助 

※状況により学年・教科は柔軟に対

応 

 


